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追 悼 の 辞 
 
 
                           経営学部長 羽 石 寛 寿 
 
 
 摂南大学経営学部教授伊藤研一先生は平成 24 年 8 月 8 日永眠されました。満 63 歳と 8 ケ月
という生涯でした。先生は 5 年前に体調を崩され手術を受けておられました。一時、回復され
従来どおり教壇に復帰されましたが、昨年の 7 月再入院されその後は定期的に治療に努めてお
られました。最期は病院から大学へ通い最後まで授業を続けられ、前期試験の監督もいつもの
ように実施されておりました。また、廻りの人には後期の授業の準備をせねばと漏らしていた
ようです。亡くなったその日も病院で奥様やお嬢さんとお話をなされ、その晩遅く静かに黄泉
の世界へと旅だったのであります。 
 平成元年から今まで経営学の中核的教員として教育研究に精励され、多くの有為な学生を輩
出されてきました。学部の大黒柱の伊藤先生を失ったことは、わが学部にとって誠に大きな痛
手であり、また、残念でなりません。 
 先生のご温顔に接することができなくなり、早や 6 ヶ月が経ちますが、伊藤先生がおられた
研究室の前を通ると、今までと同じようにひょっこりと顔を出し、「ヤー」と気さくに声をかけ
られるような気がするのは私だけではないでしょう。 
 伊藤研一先生は、昭和 23 年 10 月 3 日滋賀県彦根市にお生まれになられました。昭和 47 年
3 月中央大学商学部経営学科を卒業すると同時に大学院に進まれ、昭和 50 年 3 月に同大学大
学院商学研究科商学専攻修士課程を修了されました。その後、武蔵大学大学院経済学研究科経
済学専攻博士課程に入学され、昭和 55 年 3 月同課程を単位取得後退学されました。 
 昭和 56 年 4 月からは、駒沢大学北海道教養部講師（経営学）として教師の道を歩み始めま
した。その後、佐賀大学経済学部助教授（経営組織論）を経て、平成元年 4 月から摂南大学経
営情報学部（平成 22 年 4 月に「経営学部」に改称）の助教授（経営管理総論）として就任さ
れました。平成 3 年教授、平成 7 年大学院経営情報学研究科修士課程教授、平成 17 年からは
同研究科博士後期課程教授になられ、一貫して学部の充実・発展に貢献されてきました。また、
実直で周囲への目配りとリーダーシップが取れる伊藤先生は、大学や学部の教務委員、入試委
員、就職委員など務められるとともに、通算 3 期 6 年にわたり学科長として学部の運営に尽力
されました。 
 先生の研究活動は組織学会、日本経営学会、経営学史学会、非営利法人研究学会、国際戦略
経営研究学会に所属し熱心にそして積極的に活躍されておりました。 
 研究業績は学術論文 110 件の他、著書は「現代経営学の基本問題」（共著）平成 11 年 4 月、
文眞堂があります。また、長年のサイモン（H. A. Simon）研究では平成 21 年 9 月に非営利法
人研究学会より第 8 回学会賞を受賞しました。受賞論文「大統領府創設の“ねらい”－行政組
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織の効率測定と予算配分：サイモンとバーナード－」の中で、先生はローズベルト大統領によ
る行政府の構造改革の主要な狙いが、行政府の効率測定と予算配分問題にあったことを大統領
府創設の理論的、社会、経済的背景の検証から明らかにし、効率問題を大統領の構造改革のメ
インテーマと位置づけた上で、この動きとシンクロする形で、サイモンの初期の理論形成の過
程を解き明かし、両者に共通するキーワードとして、効率という概念を見出しております。 
 教育面では経営学専攻の教育・研究者として、経営学、経営管理論という経営学の中核科目
の教育に一貫して従事されました。その教育方法は、従来の講義方式を抜本的に改善し、主体
的、能動的に行動できる人材養成を目指す双方向教育を行なってこられました。その中でパソ
コンを利用した、理論と現実の企業行動の双方の理解を射程に入れた、情報処理能力、問題解
決・発見能力、グローバル感覚等を醸成するケーススタディを基礎とする国際比較教育へと大
きく変貌させました。この経営学教育方法は日本の大学教育においては希有とみられ、その独
創性等については、伊藤先生が申請した私立大学等経常費補助金特別補助「特色ある教育研究
の推進」、教育研究課題「大量データ、マルチメディアを同時活用する企業行動の国際比較教育」
が平成 10 年度から 4 年間にわたって、その補助対象教育研究課題となったことからも明らか
なように、その教育方法論においても、教育実践自体においても、先生の地道な努力は高い評
価を受けてきました。 
 先生は誰もが認める愛煙家ではありましたが、体格に優れ、日頃はご自身の体力にも自信を
持っておられただけに、重い病魔に襲われたことは誠に残念でなりません。ご本人としてもお
心残りのことと拝察して胸が痛みます。残された経営学部教職員一同、ここに決意を新たに経
営学部の発展に努力することを通して、先生のお気持ちにお応えする他ありません。 
 「シャイ」な中にも常に柔和な笑顔をもって暖かく私たちに接して下さった先生、酒とジャズ
を愛好された先生のあり日のお姿を偲びつつ、伊藤研一先生のご冥福をお祈りして追悼の辞
と致します。                                 合掌 
 
